
八
年
鞘
染
み
糊
始
し
て
か
ら
ミ
中
級
に
は
.%
(
,九
七
七
棚
の
銅
恥
目
し

た
の
で
あ
っ
[1
が
､

T
九

丁
七
坤
に
は
二
瓶
八
千
四
打
六
十
二
噸
に
村

如
し
､

E
九
二
五
坤
に
は
九
耽
噸
在
越
L
L
:
の
で
あ
る
O

･LilT
耳
電
鋳

r]
ソ
.r7
-
L･Sり
斡
帖
さ
れ
た
t{･介
は

7
九
二

五
坤
三
六
八

七
斑
､

T
九
二

六
年
に
五
三
誠
二
武
で
あ
る
っ

1
九
〇
七
年
齢=
1

7
7

二
斑
私
ル
ー

エ
銑
山
か
ら
耗
し
た
に
過
ぎ
な
か

っ
た
O
余
館
山
は
各
地

で
孜
且
さ
れ

つ
1
あ
る
が
染
地
不
便
の
た
め
日
下
捨
て
ら

れ
て
揺
る
状

況
で
あ
る
O
鋤
は

1
九

7
二
坤
切
か
.3
拭
餓
さ
れ
'

叫
九
二
C
年
に
三

四
〇
噸
の
カ

ツ
テ
ラ
イ
ト
餓
払
出
し
た
の
で
あ
つ
た
が

7
九
二
六
坤
に

は

七
二

順
Li
達
し
il
O

T
九
二
四
坤
に
ル
ア
シ
北
ハ他
の
助
=_
が
開
か

れ
て
T.
バ
〝
卜
が
荊
限
さ
れ
る
に
東
リ
､
ラ

ヂ

ウ

ム
は
チ
ン
Tt
ロ
ブ
幼

山
私
首
位
と
し
､
中
経
二
十
五
内
外
払
出
し
'
金
剛
石
蝕
先

も

捲
碩
し

っ
1
あ
っ
て

7
九
二
六
坤
に
は
甘
鵜
カ
ラ
ッ
ト
払
締
出
し
L1｡

(
マ
イ

ニ
ン

グ
'ツ
ア
ー
ナ
〃
に
臓
る
｡
i
.請
)

l
ll●l～
蔓
丁一l毒

丁一Yリ

掌
ll◆_

質
旋

腰
省
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【
開
山

平
太
陽
日
(文
槍
)
(前
髄
の
本
関
谷
案
に
は
紋
が
あ
り
ま
す

か
ら
命
交
わ
末
の
如
-
訂
jE
L
i
t.す
o
)
(嗣
嘩
†
)

【
昏
山

崎
関
の
槻
食
わ
耽
定
す
る
に
は
､
TjL火
道
さ
と
之
.仲
故

へ
始
め

る
時
刻
と
の
二
つ
か
比
定
す
れ
ば
足
る
O
曲
り
将
の
長
さ
わ
･:i)<め
る
に

は

〟
H
の
批
念
か
堆
･1.ji
L
t
之
聖

叫十
川
岬
に
分
ち
p
以
下
分
秒
,1
分

つ
の
で
あ
っ
て
､
共

7
日
の
混
r
J
は
地
球
の
〓
軸
か
松
城
と
す
る
の
で

あ
る
が
､
地
政
の
･;
柵
に
-1
種
々
の
窓
味
な
考

へ
る
韓
が
汁i
兆
ろ
O

貿

脱

胎
谷

地
球
上
の

叫
地
軌
の
子
牛
松
上
に
戎
位
鮎
か
見
て
徒
､
地
球
が

T
刑

I;
糊
し
て
神
>Lj
英
子
中
線
上
に
非
慣
岨
私
見
る
真
で
の
幡
糊
は

7
位
3
2

日
と
呼
ば
れ
て
蹴
る
が
.､
恨
過
り
他
紋
-
阿
有
磁
軸
韓
に
よ
っ
て
職
分

の
班
別
が
布
っ
て
､
之
に
封
す
る
修
正
も
施
し
た
約
兆

7
位
兆
日
の
長

さ
は

二
九
で
あ
る
｡
之
よ
り
但
見
時
系
が
出
水
て
､
即
ち

7
田
品
目
は

二
十
四
位
魚
椎
と
な

る
｡
之
は
天

文
学
等
で
僻
川
ざ
れ
我
等
の
日
常
任

用
す
る
平
均
太
陽
時
で
あ
ら
は
す
と
二
十
三
時
五
十
六
分
何
秒
〇
九

7

に
州
常
す
る
｡

我
等
の
日
常
止

緒
に
は
太
陽
.1
封
す
る
地
球
の
･口
碑
が
史
に
大
切
は

る
陶
係
わ
持
つ
｡

依
て
大
悦
に
対
し
地
球
の

7
日
樽
す
る
時
間
み
以
JJ

i(
暇
な
究
め
る
の
で
あ
る
が
'
地
球
の
公
聴
の
伐
に
太
陽
が
低
温
の
関

わ
少
⊥
つ
つ
炎
に
伺
っ
て
絡
赦
し
て
且
･hJ石
か
ら
､
戎
日
に
太
陽
と

T

恒
鼠
と
む
同
時
に
子
牛
線
上
.1
皿
穴
と
す
る
と
､
究
H

は
地
銀
が

叫
･E

碑
し
て
曲
り
悼
施
払
北
手

中
練
止
に
見
て
稗
史
に
自
縛
が
遊
ん
で
太
陽

T!l見
る
邸
と
な
る
U
此
撤
北

丁
太
陽
日
は
恒
品
目
よ
り
,･J
少
し
く
長
い

も
の
で
あ
～:･｡

此
太
陽
日
の
長
さ
は
次
り
二
つ
の
稚
内
で
畢
何
に
よ
り
不
同
払
出
ず

る
O
即
ち
節

7
地
球
の
公
碑
の
机
.'･.出
は
相
川
形
で
あ
っ
て
､
太
陽
が
姓

7
他
州恥
に
依
す
る
｡
和
し
て
ケ
プ
ラ
ー
の
田
樹
砧
虎

一
･.L14
の
法
則
に
従

ひ
､
地
嫌
公
軸
の
乃
速
度
は
冬
剃
妃
日
凱
附
近
で
哉
-
大
で
覚
拙
7..=a
E

尉
附
妃
で
俄
も
少
で
あ
る
O
従
っ
て
大
糊
の
但
鵜
川
の
見
か
け
の
緒
劫

-
冬
期
に
火
で
定
期
に
小
で
あ
る
か
ら
･

叫
.ILh
の
長
さ
は
冬
期
に
長
-

夏
期
に
.1‡
短
い
t'

一芸況

七
五



塩

政

雄
九
令

弟
こ
の
√EEt小山
は
地
球
公
糠
の
机
迫
田
が
蘇
造
田
に
対
し
傾
い
て
倍
る

串

で
あ
る
O
此
絹
に
地
球
の
公
柚
の
角
速
度
は

T
L.4
で
あ
る
と
し
て
も

火

脚
の
見
か
け
の
MSa
卿
の
方
向
は
非
fI.Jh
即
ち
地
球
日
揮
G
r方
向
.1
肝
.i

納
行
で
な
く

癖
分
及
秋
介
の
頃
は
伐
も
多
-
傾

い
た
方
向
に
弛
み
'

其
淋
孤
の
方
向
の
分
弧
勤
が
職
も
少
さ
い

か

ら
､

7
日
の
長
さ
は
此
頃

が
故
も
小
さ
く
な
る
O
之
に
反
し
翼
至
及
冬
至
の
頃
は

I
H
の
長
さ
が

瀬
も
長
-
な
る
｡

以
上
の
二
つ
の
秋
山
[1
1
日
の
長
さ
に
長
短
が
め
っ
て
､
我
等
の
日

常
用
ひ
ろ
平
均
大
槻
呼
か
用
ひ
る
と
､

1
太
陽
H
の
長
さ
け
'
三
月
下

旬
及
び
九
月
中
旬
に
は
頼

小
とな
り
平
均
よ
り

T
八
秒
伶
力
寅
二
十

7

秒
-
兜
-
な
る
が
'
凶
月
二
十
口
切
及
び
十
二
月
下
旬
に
は
紳
火
で
叩

均

よ
り
十
三
秒
徐
乃
至
三
十
秒
倣
長
-
な
る
｡
此
の
如
き
は

7
日
の
長

さ
の
み
な
ら
ば
H
骨
公
約
で
非
常
の
不
便
と
い
ふ
粒
で
は
な
い
が
､
学

術
上
に
は
非
常
に
不
髄
で
あ
る
O
且
つ
叉
日
々
の
時
刻
の
上
に
此
の

T

H
の
長
さ
の
弟
が
蓄
和
し
て
彫
砂
す
る
痛
め

E
層
の
不
便
な
兆
す
｡
伐

て
中
均
太
陽
u
hL
用
ひ
る
O
即
ち
水
道
の
止
み
年
内
迩
鑑
み
以
て
超
勤

す
る
太
陽
私
侶
犯

し'
且
つ
此
恨
恕
太
陽
は
員
太
陽
と
同
株
に

T
年
に

L
で
､恒
温
の
閏
か

丁
用
し
て
初
め
の
耽
碇
に
滞
る
も
の
と
す
る
O
比
の

如
h
J大
尉
が
地
球
上
の

f
地
瓢
の
子
牛
純
な
劫
過
し
史
に
次
何
に
.g
過

す
る
ま
で
の
時
間
は
骨
に

!
光
で
あ
っ
て
'
之
は
尾
大
-
E
の

T
年
間

の
一群
均
に
辞
し
い
｡
之
で
平
均
太
陽
日
の
長
さ
が
･定
ま
る
｡
之
は
碑
等

の
日
常
任
用

す
る
平
均
大
勝
伸
か
川
ふ
れ
げ
丁
腔
二
十
川
崎
臓
で
あ
る

が
､
恒
戯
嶋
か
州
ふ
れ
ば
二
十
四
時
三
分
五
六
秒
五
五
五
に
棚
館
す
る

第
三
鶴

童

ハ

七
不

以
上
平
均
太
陽
日
の
長

さ
か
定
め
il
O
次

に
篠
目
の
初
決
り
或
は
正

中
払
如
何
に
し
て
定
む
る
か
.
之
に
は
現
今
潜
法
に
よ
っ
て

｢
定
す

る

規
約
に
耗
ひ
次
の
手
数
私
邸
ず
る
O

塊
づ
節

1
侶
想
米
粉
み
考

へ
p
員
太
陽
が
駐
日
鮎
に
あ
る
時
に
此
第

丁
恨
恕
光
臨
も
亦
同
L
)
低
位
に
あ
り
と
す
る
｡
此
太
陽
は
東
大
阪
と
同

に
軌
道
私
逝
む
も
共
.:B
勤
は
等
角
鮎
既
私
有
L
t
展
大
阪
と
同
時
に
近

日
凱
払
出
放
し
て

7
年
の
孜
碑
び
同
峰
に二
妃
日
鮎
に
滞
る
も
の
J!
す
る

次
に
節
こ
の
侶
恕
太
陽
み
考

へ
ろ
｡
之
は
前
記
平
均
太
陽
で

あっ
て

鎌
E,;)
に
添
ふ
て
等
角
迎
庇
巡
勤
み
な
し

l
年
で

E
周
す
る
も
の
で
あ
る

が
出
勤
の
出
教
は
節

7
侶
想
太
助
が
春
分
鮎
に
氷
た
呼
に
此
第
二
恨
湖

水
供
も
亦
何
鮎
.1
在
っ
て
､
二
つ
と
1
同
時
Li
的
致
し
'
従
っ
て

T
年

の
筏
同
時
に
非
分
鮎
に
解

っ
て
氷
る
も
の
で
あ
る
｡

此
第
二
恨
恕
大
腸
が
或
地
鮎
の
子
牛
醜
各
曲
過
す
る
時
私
共
地
の
地

方
時
正
午
と
し
､
英
地
方
の
棟
準
子
牛
組
み
紐
過
す
る
峠
私
共
地
の
梯

群
峰
正
午
と
す
る
｡
日
用
の
時
刻
は
此
梯
準
峰
正
午
私
益
準
と
し
て
平

均
太
陽
時
布
川
か
て
云
ひ
米
は
す
も
の
で
あ
る
｡

此
の
如
-
太
め
た
る
平
均
太
陽
時
よ
り
尻
の
太
陽
に
よ
る
員
太
陽
時

か
引

い
た
贈
り
も
幡
弟
と
耕

(
為
｡
之
は
炭
太
陽
払
敗
糾
し
て
時
刻
私

尤
め
た
場
命
71
'
之
71
加

へ
て
平
均
太
陽
岬
を
狩
る
究
め
修
正
値
で
あ

っ
て
､
最
大
似
の
筏

れて
放
る
峠
は
正
で
あ
り
､
逝
ん
で
居
る
時
は
負

で
あ
る
｡
此
値
は
太
似
の
超
勤
の
法
則
よ
り
計
井
し
て
得
･J:れ
る
も
の

で
あ
る
｡
此
時
点
は

7
年
中
二
回
の
趣
火
粒
小
あ
り
~
即
ち
二
月
十
二

日
頃
に
は
正
十
四
分
二
十
二
秒
倣
､
五
月
十
四
日
頃
に
は
負
三
分
蛸
七



砂
倣
､
七
月
二
十
六
zT
頃
に
花
六
分
二
十

7
秒
倣
､
十

7
月
三
日
明
に

は
れ

T
7..I'分
二
十
二
秒
倣
と
な
る
の
で
あ
る
｡
此
岬
黒
み
粗
刺
し
た
旧qJ

太
陽
時

に
加

(
る
と
-fj.(地
の
地
方
時
な
柑
る
吟
で
あ
っ
て
.､
綾
呼
時
恥

出
す
に
は
証
に
北
元

と
械
畔
子
牛
娘
と
の
紐
皮
差
だ
け
の
修
蛇
か
謬
す

る
｡

(M
比
)

【
問
】

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
西
薄
絹
崖
平
野
の
三
地
理
唇
に
裁
て
｡

(文
槍
)

【
答
】

北
米
合
衆
閥
の
加
掘
梓
の
三
地
別
院
払
決
定
す
る
た

め
に
は

第

7
に
そ
の
拍
梓
の
枇
幹
た
る
ア
パ
ラ
チ
ア
ゾ
=_
塊
が
光
北
か

ら
相
田

の
方
向
に
発
っ
て
長
三

三
丁
哩
に
達
す
る
ハ
ド
ソ
ン
河
の
演
.終.･
に
ょ
つ

て
問
北
二
部
に
分
れ
て
ゐ

る
=と
な
托
治
し

た

い
｡
北
部
ア
パ
ラ
チ

ア

ソ
山
地
は
向
の
山
地
よ
り
も
低
-
て

叫
鞘
に
沈
降
L

Li地
軸
で
あ
る
こ

と
み
語
り
'
絹
部
ア
パ
ラ
チ
ア
ソ
ー‡
之
.1
反
し
て
隆
起
地
租
で
あ
る
'

中
央
部
に
岡
地
に
光
る
ア
パ
ラ
チ

ア
ソ
瑛
谷
が
あ
っ
て
'
北
ハ肘
に
は
傾

超
し
た
ア
レ
か
こ
-
満
悦
が
あ
り
､
光
S
ガ
に
は
軍
b
に
満
城
な
ア
パ

ラ
チ
ア
ノ
山
脈
が
あ
る
､
守

り
し
て
そ
の
山
脈
の
光
政
に
は
之
に
併
行

L
L
l申
出
池
畔
が
あ
り
そ
の
加
に
は
獅
低
い
指
揮
平
地
が
あ
っ
て
J
徐

々
に
水
田
に
硯
は
れ
Li
火
陸
棚
地
の
形
わ
し
的
し
て
あ
る
｡
光
陥
･:i:Li

は
獅
フ
ロ
リ
ダ
や
鵜
の
R
J出
が
あ
る
か
ら
'
･E
か
ら
北
米
の
光
鴨
梓
に

は
北
部
(新
英
榔
〕
'
申
部
(向
ア
パ
ラ
チ
ア
ゾ

地
力
)'
何
部
(
プ
ロ
-
〟
)

の
主

地
別
院
が
あ
る
O
今
こ
の
各
の
地
形
と

人
文
と
の
闘
係
わ
考
解
し

て
み
る
こ
と
に
す
る
O

i
p
和
英
蘭
地
方
の
軸
搾

沈
降
脂
揮
で
あ
る
か
ら
'
粕
=iB:の
柏
入

質

凝

池

谷

が
多

い
､
良
粘
栂
が
あ
る
､
湖
水
が
多

い
襖
が
多
い
､
堆
石
の
沖
柵
が

煩
い
､
‥
れ
ほ
氷
河
に
蔽
ほ
れ
て
ゐ
た
日
蝕
の
約
兆
で
あ
る
晦
梓
低
地

は
狭
い
'
㌢
-
1
ソ
山
地
と
i=
y
イ
ト
･;
脈
が
凹
の
ガ
に
あ
っ
Y
河
_

絹
淡
す
る
か
'
光
岡
.1
流
れ
て
ゐ
る
｡
清
政
経
が
=
1
に
氷
六
十
七
壮

紀
に
ほ
今
日
よ
り
も
路
に
萩
が
鹿

か
つ
ii
か
ら
彼
等
は

よ
づ
髄
材
と
地山

糊
に
牝
邸
し
氾
光
払
誰
穿
な
出
産
柴
と
し
た
'
決
河
の
巡
ん
だ
磯
桐
な

土
砂
の
陣
地
で
臆
耗
私
行
ふ
こ
と
は
飴
程
困
難
で
あ
っ
た
の
み
で
な
-

共
役
酉
分
の
大
平
原
が
榊
乾
さ
れ
て
地
利
と
い
ひ
鼠
偶
と
い
び
､
捜
産

に
池
す
る
仰
が
出
水
た
嬬
め
.1
､
こ
の
地
方
の
凸
熊
は
不
必
嬰
に
も
な

つ
㍗
の
で
.
今
日
で
は
火
邦
骨
に
脚
故
日
払
見
付
け
や
す
い
解
放
策
や

競
発
果
樹
の
良
策
地
に
建
は
っ
た
と
同
時
に
､
=
の
地
方
に
数
寄
な
淡

水
の
供
給
と
水
力
の
利
用
に
よ
っ
て
夙
に
狸
速
し
た
エ
栄
が
品
々
鮎
か

L
t)J
難
問
に
於
て
の
収
嬰
の
エ
栄
地
院
に
な
っ
た
､
原
料
の
輸
入
さ
れ

易

い
搬
憎
が
多
い
外
に
､
満
等
な
移
民
の
子
孫
で

人
民
の
能
率
の
商
い

と
い
ふ
こ
と
も
舘
野
･hT･猿

田
と
な
っ
て
柚
'
毛
'
毛
皮
､
戯
等
に
陶
す

る
工
業
が
盛
大
で
あ
る
｡
=
れ
ら
の
原
料
の
多
-
ほ
編
外
か
ら
の
怖
人

で
あ
る
｡
石
炭
も
他
の
米
桝
の
産
地
か
ら
輸
入
さ
れ
る
し
､
職
も
亦
ニ

ー
に
は
産
し
な
い
か
ら
'
柵
練
L
Li
エ
辛
み
必
要
と
す
る
艇
-
て
斑
い

エ
戟
品
か
つ
-
為
や
う
に
な
っ
た
｡
y
〃
サ
ム
や
ゥ
オ
ー
タ
ー
プ
-
I

か
ら
出
る
懐
中
時
計
か
は
じ
め
､
賓
石
細
工

や
疏

水
の
蹄
が
そ
れ
で
あ

る
0
封
ス
ト
ン
が
こ
の
縦
枠
の
主
賓
港
で
北
ハ後
背
地
の
多
く
の
工
業
都

市
に
封
す
る
原
料
の
供
給
､
製
晶
の
払
巾
に
忙
が
し
い
と
同
時
-こ
純
物

柴
に
も
秀
で
て
あ
る
･
ニ
ュ
ー
ヨ
〃
ク
の
や
う
に
四
部
平
段

へ
の
変
砲
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鰐
九
怨

が
祁
舟
が
£
-
な
い
の
で
'
そ
の
繁
雑
に
は

T
等
な
輪
す
る
｡

メ
イ
ン

州
の
ポ
ー
ト
ラ
シ
ド
ほ
カ
ナ
ダ
光
琳
地
方
に
対
し
不
鎌
髄
で
あ

る
か
ら

地
利
が
よ
い
外
に
5531
轟
の
中
心
で
あ
る
Q
ガ
ス
ト
ン
の
問
Li
め
る
フ
ォ

ー
ル
-
バ
ー
港
は
名
の
京
め
す
が
如
-
水
力
の
利
用

に
施
し
紛
糾.S
ニ
栄

の
中
心
で
あ
る
､
港
が
拭
-
て
脱
料
の
山
人
に
地
し
て
ゐ
る
｡
肘
ス
-

シ
の
郊
外
の
ハ
ー
バ
ー
ト
大
樹
は

〓
ハ
三

年

ニ
ウ
ヘ
ブ
ン
市

の
エ
ー

ル
大
串
は

7
七
〇
1
年
の
別
宴
LJ
栄
樹
御
伽
の
幾
成
桝
と
し
て
空
‥糾
い

雁
史
が
あ
る
こ
と
･,a
t
=
の
地
域
の
給
で
あ
ら
う
｡

〓
'
南
部
ア
パ
ラ
チ
ア
ン
轡

拝

=
･̂Fは
金
-
永
河
に
撒
れ
な
か
っ

た
地
域
で
あ
る
､
故
に
北
部

は
氷
河
の
別

艇
で
至
る
肝
赦
似
の
地
形
TS

星
す
る
が
'何
部
は
さ
う
し
た
原
田
が
な

い
か
ら
､
土
地
の
祐
低
が
新
し

い
D
中
山
地
域
-
土
地
よ
-
甲

乙
て
虚
栄
に
泌
す
る
､
多
-
は
河
は
･tj

か
ら
北
に
流
れ
て
'
こ
の
中
山
地
相
か
油
過
す
る
が
､
さ
て
,
,の
山
地

か
ら
愈
'
新
し

い
相
伴
の
押
掛
平
原
に
入
る
交
瓢
に
於
て
､
荘
蝕
の
差

･E
か
ら
撒
布
な
つ
-
る
'
こ
れ
在
村
翁
な
フ
ォ
ー
ル
ラ
イ
ン
と
い
ふ
｡

水
力
の
利
用
'
河
舵
の
柊
鮒
の
二
つ
の
糾
琴

=
の
地
方

の
大
都
骨
が

す
べ
て
,
Jの
紙
上
に
出
氷
る
こ
と
に
な
っ
た
.
渦
搾
平
地
は
三
十
哩
か

ら
官
哩
の
幅
が
あ
り
､
そ
の
平
地
は
地
質
時
代
の
新
し
い
時
期
に
城
崎

は
佃
に
沈
み
'
城
崎
は
隙
に
な
り
'
何
回
と
な
-
繰
返
し
た
と
旦

乙
､

そ
･の
隙
些

言

に
新
城
陸
地
が
瞭
ど
氾
梓
に
伸
行
し
て
相
加
し
た
｡
こ

の
新
出
の
地
代
い
つ
JJ
同
じ
相
好

か
ら
出
水
な
い
で
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或
は
砂
地
と
な

り
､
或
は
緋
土
地
と
な
り
､
そ
れ
が
指
揮
に
併
行
し
た
聯
健
か
つ
-
つ

iL
か
ら
臼
か
ら
そ
の
地
賓
の
弟
に
よ
っ
Y
､
砂
地
の
研
げ
松
林
-
な
り
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土
塊
の
肥
た
肝
は
問
熟
さ
れ
る
-
い
ふ
凪
に
泥
梓
に
抗
日
の
･排
地
神
が

出
衆
て
ゐ
る
O
術
梅
梓
に
出
る
と
河
口
に
砂
洲
が
変
改
し
て
ラ
グ
ー
ン

が
多
い
ハ
ッ
チ
ラ
ス
岬
の
如
き
は
ラ
グ
ー
ン
に
よ
っ
て
辿
紬
さ
れ
た
小

梅
で
あ
る
が
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の
岬
か
ら
柄
は
晦
･:Lf抽

入
に
乏
し
-
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港
が
少
い
'
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こ
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ハ
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テ
ラ
ス
か
ら
比
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分
に
於
て
フ
ォ
ー
ル
ラ
イ
ン
に
催
し
た

肝
に
多

-

の

大

都

食
が
出
水
た

ニ
ュ
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ヨ

〃
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き
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港
と
し
て

も
よ
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同
時
に
､
内
雌
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の
交
曲
の
僧
が
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た
め
に
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図
解
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大
部
食
に
な
っ
た
が
'
ヒ
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デ
ル
ブ
イ
ヤ
､
パ
ル
チ
･#
ア
､
ク
ジ
ン
ト

ン
､
-

ツ
チ
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ン
ド
等
何

れ
も
状
外
的
の
大
都
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で
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れ
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近
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エ

柴
都
市
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な
っ
て
ゐ
る
｡
バ
1
7,h
l
ア
か
ら
南
の
分
は
比

紫
朗
で
め
る

の
で
､
大
都
骨
は
出
水
て
ゐ
な
い
｡

三
､
7
p
-
ダ

=
の
串
良
の
南
の
分
は
石
次
山方
で
そ
れ
が
慣
蝕
み

ぅ
け
'
低

平
に
な
っ
た
た
め
湖
水
が
多

い
､
叔
両
地
は
熱
帯
性
の
･研.林

で
あ
り
土
地
が
低
潟
で
人
が
池
れ
な
い
併
さ
へ
あ
る
｡
た
5･し
こ
の
牛

抱
の
脂
搾
71
は
礁
偽
が
敬
治
し
て
ゐ
て
､
鋭
逆
が
そ
の
上
各
曲
つ
七

キ

ー
ウ
エ
ス
ト
の
朝
継

へ
池
L
)て
ゐ
る
0
=
の
年
侍
は
･t,･つ
し
た
範
俵
の

陶
係
で
迦
窺
地
と
な
り
汐
ヤ
ク
リ
ン
ビ
ー
ル
が
そ
の
遊
低
額
の
中
心
船

と
し
て
発
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る
'
バ
ー

ヂ
ニ
ア
以
南
こ
の
年
島

へ
か
け

て
=-:f人
が
多

い
と
い
ふ
こ
と
も
=3

柴

労
働
地
と
し
て
の
特
色
と
み
て
よ

い
O

勿
軍

品

に
過
去
に
7
7
-
カ
か
ら
移
入
し
た
歴
史
の
粋
潔
で
あ

る
.
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